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 評価指標 
現状値 

（令和６年度） 

目標値 

（令和 11年度） 

 

1 「食育」に関心のある人の割合の増加 ６８．８％ ９０％以上  

2 
朝食または夕食を家族の誰かと一緒に食べる

「共食」の割合の増加 
７８．５％ ８５％以上  

3 
地域等で共食したいと思う人が共食する割合

の増加 
４３．２％ ７５％以上  

4 朝食を欠食する人の割合の減少 

  小学生    １２．５％ 

  中学生     １１．４％ 

２０～３９歳   44.０% 

０% 

０% 

１５%以下 

 

5 
朝食に、主食・主菜・副菜がそろっている人の

割合の増加 
４３．５％ ６０％以上  

6 
学校給食における大洲産の生鮮野菜・果物を

使用する割合 

（令和４年度） 

金額ベース ６８．０％ 

重量ベース ６８．９％ 

さらなる向上を目指す 

７７．０％ 

 

7 
主食・主菜・副菜を1日2回以上ほぼ毎日食べ

ている人の割合の増加 

  全体      ４9.0％ 

２０～３９歳  ３１．９％ 

６０％以上 

５０％以上 
 

8 野菜をほぼ毎日食べる人の割合の増加 66.0％ ８０％以上  

9 
適正体重（１８．５≦BMI＜２５）を維持する人

の割合の増加 
69.7％ 75％以上  

10 
生活習慣病の予防や改善のために、普段から

減塩に気をつけている人の割合の増加 
49.7％ 80％以上  

11 
ゆっくりよく噛んで食べている人の割合の維

持 
80.0％ 80％以上の維持  

12 
食に関する農林漁業を体験したことがある人

の割合の増加 
79.2％ 90％以上  

13 
産地や生産者を意識して農林水産物・食品を

選ぶ人の割合の増加 
65.8％ 80％以上  

14 
食品ロス削減のために何らかの行動をしてい

る人の割合の維持 
95.9％ 90％以上の維持  

15 
地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理

や作法等継承し、伝えている人の割合の増加 
45.5％ 55％以上  

16 
安全な食生活を送ることについて、普段から

気をつけている人の割合の増加 
87.5％ 90％以上  

令和 7年 ３月 

第４次大洲市食育推進計画 

令和 7年度～令和１１年度（ダイジェスト版） 

56.0%

11.2%

12.1%

20.7%

朝食の摂取状況（２０～３９歳）

毎日食べる

週に5～6回食べる

週に2～4回食べる

ほとんど食べない

基本理念 

家族との共食の状況（全体） 

87.5%

10.4%

0.0% 2.1%

朝食の摂取状況（小学生）

毎日食べる

週に5～6回食べる

週に2～4回食べる

ほとんど食べない

重点目標 

すべての市民が、生涯にわたって健康で楽しい食生活をおくり、心身ともに豊かな人生をおくる 

49.0%

25.7%

13.7%

11.5%
ほぼ毎日（週５日以上）

週に3～4日

週に1～2日

ほとんどない

■自然の恵みに感謝し「食」を大切にする心の育成（人間形成） 

■「おおず」の環境と食文化に根ざした食育の推進（地域活性化） 

■市民一人ひとりの健全な食生活の確立と実践（健康増進） 

食に関する現状と課題 

主食・主菜・副菜を 

   １日２回以上摂取している状況（全体） 

第４次大洲市食育推進計画の評価指標 

 持続可能な開発目標（SDGs）が掲げる「誰一人取り残さない」という考え方は、住民一人ひとり

が主体的に食育の推進及び健康づくりに取り組み、それを地域全体で支えることを目指す本市の

取組と一致するものです。 

 本計画では、特に以下に掲げる SDGs の６つの目標を意識し、地域や関係団体及び関係機関等

と連携のもと、持続可能な食育を推進します。 

  

大洲市食育キャラクター 

課題です 

 誰もが、安心・安全な栄養

のある食料を、手に入れられ

るようにします。 

 各種講座や食育の取組等を

通じて、生涯にわたって市民

の生きる力を育みます。持続

可能な食生活や食文化につい

て学び、次世代に繋げます。 

 すべての市民が健康で楽し

い食生活が送れるよう、市民

の健康状態の維持・向上に取

り組みます。 

 支え合いと助け合いによる

健康づくりを通じ、安心して

暮らせるまちづくりを推進し

ます。 

 家庭等で食べ物を無駄にし

ないように、環境にも配慮し

た食事を心がけます。生産、

流通段階を含めて食品ロス

削減に努めます。 

 は、第４次計画で新たに設定した評価指標 

 行政、住民、保健・医療・学校・

福祉の各機関や関係団体等の

協働で食育を推進します。 

発   行 

大洲市 市民福祉部 健康増進課 
〒７９５-００６４ 愛媛県大洲市東大洲２７０番地１ 

ＴＥＬ 0893-23-0310  ＦＡＸ 0893-23-0311 
はく さいこ なしお いがお・くりお ふぐた とらお しい たけお 

 令和６年に実施した大洲市食育アンケートでは、特に若年層世代の朝食の欠食、全体として栄養バランスの偏りなど

の課題がみられました。また孤食による「食」への意識低下や食文化の喪失、物価高騰による食生活の偏りなども問題

となっています。 

課題です 食文化や、伝統的な料理や作法等継承し、         

    伝えているか（全体） 

大洲市 

課題です 



ライフステージに応じた食育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生活習慣病予防及び改善につながる食育の推進 

 

・「おおず」ならではの高品質な農林水産物の生産振興と普及  ・安全・安心な地場産物の提供 

・学校給食などでの地場産物の利用促進     ・地場産物の購入機会の拡大 

・体験活動の推進        ・生産者と消費者の交流  

・食品衛生等に関する情報発信・啓発    ・「旬」の食材に関する情報提供 

・地場産物を活用した情報発信や講習会の開催  ・郷土料理や伝統料理、和食の普及活動 

・関係団体による普及 

・食品ロス削減月間、食品ロス削減の普及           ・「エコえひめ」農産物の普及啓発    

・エコファーマーの推進 

・食育の重要性や知識等の啓発    ・妊産婦に対する栄養指導等の充実 

・「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 ・生活習慣病予防のための情報提供  ・食を楽しむ機会の提供 

・共食の推進   ・食に関する相談や各種教室の開催   ・世代にあった食育教室の開催 

・学校における食育の実践   ・幼稚園、保育所等における食育の実践 ・世代にあった食育の実践 

・学校、関係団体、行政の連携  ・食育活動の周知                 ・デジタルを活用した食育の推進 

・給食を通した食育の実施   ・環境に配慮した食育の推進        ・伝統的な食文化の継承     

・地場産物の活用の推進  ・保護者に対する情報提供等の充実  

・望ましい食習慣の定着   ・健康に関する正しい知識の普及・啓発 

・健康に関する個別相談、個別指導  ・減塩の推進 

・「食育月間」「食育の日」の普及と食育活動の推進  ・食に関する正しい情報提供 

・食生活改善推進協議会の活動支援   ・食生活改善推進員の増加 

・活動を通した望ましい食生活の普及  ・市民ボランティアの養成・育成  ・団体向けの情報提供 

・小児生活習慣病予防のための活動の充実    ・健康相談や運動指導の充実 

・関係団体の連携               ・消費者が信頼できる表示・情報提供 

・むし歯や歯周病予防の推進          ・8020（ハチマルニイマル）運動の推進   

・噛ミング 30（カミングサンマル）の推進 

・高齢者向け健康講座の開催 ・共食の推進    ・低栄養・フレイル等の予防 

・食に関する知識の普及   ・若い世代のための料理教室の開催   ・食育リーダー等の人材育成 

 

望ましい食習慣と生活リズムの習得 

食環境の整備による豊かな人間関係の形成 

子どもに対する計画的な食育の充実 

学校給食や保育所給食等を通じた食育の充実 

食育を通じた健康状態の改善等の推進 

〈基本方針〉 

家 庭 

学 校 

幼稚園 

保育所等 

食生活改善活動の推進 

コミュニティ団体等における食育の推進 

医療、関係団体及び関連事業者と連携した食育の推進 

歯科口腔保健活動における食育の推進 

若い世代に対する食育の推進 

高齢者に対する食育の推進 

地産地消の推進 

農林漁業体験活動の促進と消費者への情報提供 

「おおず」の食文化継承活動の展開 

農林水産事業者や食品関連事業者等における環境への配慮 

地 域 
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〈基本施策〉 

「大洲市食育アンケート」の結果からみえた特徴 

・ライフスタイルや、多様な暮らしに対応した、切れ目のない生涯を通じた食育の推進 

（・妊娠（胎児）期 ・乳幼児期 ・学童、思春期 ・青年期 ・成人期 ・壮年期 ・高齢期） 

・飲料水・食料品の備蓄   ・家庭におけるローリングストック法等による取組の推進 災害時に備えた食育の推進 

 

 

第

４

次

計

画

の

取

組

一

覧 

〈主な取組〉 

・栄養バランスの知識の普及啓発  ・運動習慣の定着  ・健康的な生活習慣の定着  ・減塩の推進 

＊生活習慣病予防や改善のために普段から減塩に気をつけた生活をしている人は、全体で約5割の人である。

＊全体で9割以上の人が食品ロス削減に何らかの行動をしている。

＊全体で約8割の人が食に関する農林漁業体験をしたことがある。

＊朝食の欠食率が小学生で増加傾向にある。

＊２０～３９歳の朝食の欠食率が極めて高い。また、食事のバランスが整っていない傾向がある。

＊食文化を受け継ぐことに関する意識が低い。


